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第１０３８回教育委員会会議録概要  

 

１ 日 時 平成２８年２月１５日（月）午前１０時３０分～午前１１時５０分  

 

２ 場 所 教育委員会室  

 

３ 出席者 森近教育長 吉井委員 清川委員 小泉委員 西野委員  

      北企画幹 古谷企画幹（学校教育） 穴吹企画幹（教育振興）  

 淵本企画幹（義務教育） 田中高校教育課長 渡辺生涯学習・文化財課長  

 阪口文化振興課長 小和田教育研究所長 岩本学校教育政策課参事  

 村崎学校教育政策課課長補佐  

 

４ 議 題  

日程第１ 第４４号議案 福井県立学校職員定数条例の一部改正について 

 

日程第２ 第４５号議案 市町立学校県費負担教職員定数条例の一部改正について 

 

日程第３ 第４６号議案 福井県教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例

の一部改正について 

 

日程第４ 第４７号議案 福井県義務教育諸学校等の教育職員の給与等の特別措置に関す

る条例の一部改正について 

 

日程第５ 第４８号議案 福井県立青少年センター設置および管理に関する条例の廃止に

ついて  

 

日程第６ 第４９号議案 平成２８年度福井県公立学校再任用教職員採用内定者の決定に

ついて 

 

日程第７ 第５０号議案 平成２８年度福井県寄宿舎指導員採用内定者の決定について 

 

日程第８ 第５１号議案 福井県立美術館運営協議会委員の任命について 

 

 

５ 審議事項  

（１）開会宣告 午前１０時３０分  

 

（２）会議録署名人の指名 小泉委員 八田委員  

 

（３）議事要録 

 

教育長    本日の日程第１、第４４号議案から日程第８、第５１号議案については、事

務執行上、公開が適当でないことから、非公開といたしたい旨発議  

 

        ――――当該議案を非公開と決定―――― 



 ２ 

 

◎協議・報告事項 

（１）学力調査リーフレットの配布について 

吉井委員   このデータを出したことで現場の教員からの反響はあるのか。 

 

教育研究所長 このデータは今回審議をいただいた後に学校に配布する予定である。結果速

報は既に出しているが、これを受けて各学校ごとに自分の学校の結果を分析し

ている。また今年初めて個人票を配布し、各学校における指導に活かしている

ということで、現段階では好評をいただいている。 

 

小泉委員   各市町の教育委員会でも結果に基づく検討をしていくことになるのか。 

 

教育研究所長 これらの資料を基に、義務教育課、各市町教育委員会の指導主事の先生方、

教育研究所が協力し、各学校を訪問するなどして学力向上に努めていきたいと

考えている。 

 

（２）平成２８年度当初予算案について 

西野委員   海外からの留学促進のための受入家庭への支援とはどのような内容なのか。 

 

学校教育政策課課長補佐 現在、海外から留学生を受け入れる場合には、ホストファミリーにお世話に

なっているが、その受入家庭に対して食費や光熱水費などの生活に係る部分の

一部を補助し、受入を広げていきたいと考えている。 

 

西野委員   シニアティーチャーは学校の授業に入ってもらうのか、あるいは学校以外の 

特定の場所で活動してもらうのか。 

 

学校教育政策課課長補佐 シニアティーチャーは学校の授業や教員研修の中でサポートをいただくこと

になる。今年度から予算化しており来年度はさらに拡充していきたい。 

 

吉井委員   嶺南東特別支援学校から施設が手狭になっていると聞くが、施設の拡充予算 

はないのか。 

 

高校教育課長 確かに嶺南東特別支援学校の生徒は増加している。規定の教室に対しては手

狭になっているのは事実である。全体の特別支援学校の状況を考えて、教室の

区割りを変更しながら今後対応させていただきたい。しばらくは生徒の増加が

見込まれるが、その後の様子は不確定なものがあるので、今後また検討させて

いただきたい。 

 

八田委員   教育委員会全体で予算額８９１億円とあるが、ここに記載のある主要事業約

９５億円以外で最も大きな予算はどういったものがあるのか。  

 

企画幹（教育振興） 大きなものとしては人件費が約７２０億円、施設整備費が約５０億円である。

ここに記載した主要事業は政策的な経費で、金額的比率はごくわずかである。 
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小泉委員   遠隔システムは非常に重要である。これが本当に機能していくと各学校の格

差がなくなる。またシニアティーチャー応援事業も重要であり、民間も同様で

あるが、ベテランの人の力をいかに活用していくかが大切である。形になるよ

うに繋げていっていただきたい。  

 

（３）ストレスチェックの実施について 

吉井委員   １つの業者で全ての教員分をチェックするのか。 

 

企画幹（教育振興） 県立学校については１社で実施することになる。  

 

吉井委員   テストそのものは簡単だがデータ整理が大変である。毎年のデータを比べて

経年変化を分析することも必要ではないか。 

 

企画幹（教育振興） 業者については学校共済も対応しているが、その他の業者もあり、それぞれ

の業者の提案がある。入札方式か提案型かははっきりしていないが、それぞれの

特色を踏まえて委託先を決めていきたい。 

 

教育長    日程第１、第４４号議案を議題  

 

高校教育課長 資料に基づき説明 

 

教育長    第４４号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第２、第４５号議案を議題  

 

企画幹（義務教育） 資料に基づき説明  

 

教育長    第４５号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第３、第４６号議案を議題  

 

企画幹（教育振興） 資料に基づき説明  

 

教育長    第４６号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第４、第４７号議案を議題  
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学校教育政策課参事 資料に基づき説明  

 

教育長    第４７号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第５、第４８号議案を議題  

 

生涯学習・文化財課長 資料に基づき説明  

 

教育長    第４８号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第６、第４９号議案を議題  

 

学校教育政策課参事 資料に基づき説明  

 

教育長    第４９号議案について、原案に対する異議の有無を確認 

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第７、第５０号議案を議題  

 

学校教育政策課参事 資料に基づき説明  

 

教育長    第５０号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

教育長    日程第８、第５１号議案を議題  

 

文化振興課長 資料に基づき説明  

 

教育長    第５１号議案について、原案に対する異議の有無を確認  

 

        ――――原案どおり可決―――― 

 

 

教育長    本日の会議は終了を宣告 

 


